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八尾市は土地売却の協議先にありきではなく 

具体的内容の説明を 

自衛隊に求めよ 
 

現
在
、
ひ
し
形
農
地(

飛
行
場
図
①)

を
取
り
囲
む
よ
う
に
自
衛
隊
の
駐
屯

地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
は
、
17
人

の
地
権
者
と
八
尾
市
が
所
有
し
て
い

ま
す
。
こ
の
土
地
を
買
収
し
た
い
と
、

自
衛
隊
か
ら
八
尾
市
に
依
頼
が
あ
り
、

八
尾
市
は
「
す
べ
て
の
地
権
者
が
応
じ

た
ら
協
議
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

八
尾
飛
行
場
と 

自
衛
隊
駐
屯
地
が
一
体
!? 

こ
の
土
地
を
自
衛
隊
が
所
有
す
る

と
現
在
の
活
用
面
積
が
拡
張
し
ま
す
。

八
尾
飛
行
場
の
Ｂ
滑
走
路
（
飛
行
場
図

④
）
に
つ
な
が
る
誘
導
路(

飛
行
場
図

②)

を
活
用
す
れ
ば
、
自
衛
隊
駐
屯
地

と
八
尾
飛
行
場
が
一
体
と
な
り
ま
す
。

同
時
に
現
在
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て

き
た
格
納
庫(

飛
行
場
図
③)

を
取
り

つ
ぶ
し
、
現
在
よ
り
も
面
積
の
大
き
い

格
納
庫
を
建
設
し
て
い
ま
す
。 

令
和
５
年
６
月
議
会
で
は
「
自
衛
隊

が
土
地
を
買
収
し
た
な
ら
大
規
模
災

害
時
の
活
動
拠
点
と
し
て
全
国
か
ら

飛
来
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
駐
機
場

等
と
し
て
、
平
時
に
は
基
礎
的
、
基
本

的
な
訓
練
場
所
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

駐
機
場
等
と
し
て
の
活
用
を
想
定
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

爆
撃
を
想
定
し
て 

市
役
所
で
図
上
訓
練 

し
か
し
現
在
、
政
府
は
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
し
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
戦

略
の
最
前
線
の
戦
場
と
し
て
沖
縄
南
西

諸
島
を
想
定
し
て
お
り
、
全
国
で
は
大

型
弾
薬
庫
増
設
や
自
衛
隊
の
強
靭
化
が

行
わ
れ
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
間
、
八
尾
空
港
な
ど

注
視
区
域
（
※
①
）
に
指
定
さ
れ
監
視

の
対
象
と
な
り
、
国
民
保
護
計
画(

※

②)

の
も
と
八
尾
東
部
に
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
爆
撃
を
想
定
し
た
図
上
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
衛
隊
に
よ
る
土
地
の
買
収
は
、
大

規
模
災
害
を
口
実
と
し
た
基
地
拡
張
・

増
配
備
が
目
的
で
あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
や
訓
練
・
中
継
地
な
ど
の
想
定

も
危
惧
さ
れ
、
軍
事
的
標
的
に
も
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

            

  

基
地
の
拡
張
に
つ
い
て 

 

八
尾
市
議
会
で
の
決
議 

（
Ｓ
53
・
54
） 

過
去
、
八
尾
市
と
八
尾
市
議
会
は
、

自
衛
隊
の
基
地
拡
張
に
伴
う
土
地
の
売

却
に
つ
い
て
、
事
前
協
議
も
せ
ず
強
引

に
推
し
進
め
る
防
衛
庁
に
対
し
て
議
会

の
決
議
を
挙
げ
る
な
ど
抗
議
し
ま
し
た

(

※
③
裏
面)

。 

八
尾
市
は
土
地
の
売
却
の
協
議
先
に

あ
り
き
で
は
な
く
、
ま
ず
自
衛
隊
の
基

地
拡
張
・
増
配
備
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
内
容
を
自
衛
隊
に
求
め
、
市
民

に
公
開
を
す
る
べ
き
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
市
民
の
命
と
安
全

を
守
る
た
め
に
「
戦
争
の
準
備
で
は

な
く
、
平
和
の
準
備
を
」
と
具
体
的

な
外
交
戦
略
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

    

※② 国民保護計画 

八尾市では国民保護法（武力攻撃事

態等における国民の保護のため

の措置に関する法律）に基づいて

平成 19 年 1 月に八尾市国民保護

計画を策定。昨年 11 月には八尾

市役所内で「八尾市東部に弾道

ミサイルが落下」と想定して、

情報収集や初動の対応など図上

による訓練が実施されている。 

 

図上訓練が実施された。  

 

自
衛
隊
の
土
地
買
収
は 

基
地
拡
張
・
増
配
備
が
目
的
!? 

 

戦
争
の
準
備
で
は
な
く 

平
和
の
準
備
を 

 八尾飛行場・自衛隊駐屯地 

※①土地利用規制法の注視区とは 

土地利用規制法とは、米軍や自衛隊基地

周辺、国境の離島など周辺 1000m の土地

利用を規制し住民を監視の対象にしま

す。 

現在 28都道府県 186ヶ所指定されていま

す。周辺住民を政府が監視をし、憲法が

保障するプライバシーを守る権利や財産

権、思想信条の自由など侵害をするもの

です。 

 

第 66回八尾地区メーデー 

柏原市議団と共に八尾市会議員団。

（右から）おち・田中・橋本・江村

の各議員＝1日、八尾市買物公園 

 



 
 

 

 

 

 

  

 

決議案第 8 号  

陸上自衛隊八尾駐とん地の拡張計画に関する要望決議  

 

陸上自衛隊八尾駐とん地の拡張計画に関し、要望するについて別紙のとお

り決議するものとする。 

 昭和 53 年 12 月 12 日提出 

 

陸上自衛隊駐とん地の拡張計画に関する要望決議（案）  

 

本市に所在する八尾空港は、大阪都市圏における唯一の第 2 種空港とし

て民間飛行に利用されるとともに、陸上自衛隊及び大阪府警察が駐とん、

駐在するなど多種多様に使用されている。 

 しかし、 95.8 ヘクタールに及ぶ同空港の存在は、本市の都市計画上大

きな阻害要因となり、また騒音公害など、市民にとって不利益問題を多く

生じているため、空港移転、基地撤廃による跡地開放を求める市民要望が

高まっている。 

 したがって、本市総合基本計画においても、これらの不利益が解消され

ない限り国に同空港の移転を求めることとし、当面の対策として、河内地

下道以西の空港施設の縮小整備を運輸省に要請し、その計画策定について

目下、大阪府もまじえ 3 者で協議を重ねているところである。 

 ところが防衛庁は、このような空港縮小整備に関する協議の経過を熟知

しながら、しかも、基地拡張については本市と事前協議するとの確約を無

視して、本市に何らの連絡もなく拡張計画を立て、内密に民有地買収を進

めている事実が、このほど明らかになった。今回の防衛庁の行為は、過去

の経緯に照らして、本市との信頼関係をふみにじる極めて遺憾なものと言

わざるを得ない。 

よって、本市議会は、防衛庁が八尾空港縮小整備に関する協議の経過を

尊重し、今回の陸上自衛隊駐とん地の拡張計画については、本市当局の申

し入れの趣旨にのっとり、誠意をもって措置されるよう要望するものであ

る。  

以上決議する。 

  昭和 53 年 12 月 12 日 

大阪府八尾市議会 

 

八尾市議会は自衛隊駐屯地の拡張問題に関して、昭和 53 年 12 月、昭和 54 年９月の 2 度にわたり全会派一致の

決議を採択しています。 

 

決議案第 2 号  

陸上自衛隊駐とん地拡張計画の処理に関し防衛庁に抗議し、  

再考を強く求める決議の件  

 

 陸上自衛隊八尾駐とん地拡張計画の処理に関し防衛庁に抗議し、再考を

強く求めるについて、別紙のとおり決議するものとする 

 昭和 54 年 9 月 30 日提出 

 

 

陸上自衛隊駐とん地拡張計画の処理に関し防衛庁に抗議し、  

再考を強く求める決議  

 

 本市議会は、昭和 53 年 12 月定例会において、陸上自衛隊八尾駐とん地

の拡張計画について、防衛庁が八尾空港縮小整備に関する協議の経過を尊

重し、本市当局の申し入れの趣旨にのっとり、誠意をもって措置すること

を要望する決議を全会一致で可決した。 

 以来、この決議の趣旨にそって、関係当局間で誠意ある協議が進められ

るものと期待して事態の推移を見守ってきたところである。 

 しかしながら、防衛庁は本市当局との協議がいまだに整わないにもかか

わらず、当該用地の買収交渉に着手し、本園 9 月 22 日に本市議会全会派

が挙げて行った「八尾空港問題の総合的な解決を図るために、速やかに運

輸省並びに本市当局との三者協議に臨まれたい」という強い要請をも無視

して、買収手続きを強行された。 

 このような防衛庁の一連の行為は、行政機関相互の信頼関係を無視し、

上記の本市議会の決議の趣旨をふみにじる極めて不当なものと言わざる

を得ない。 

 よって、本市議会は、陸上自衛隊駐とん地拡張計画の処理に関し防衛庁

に対し抗議するとともに、再考を強く求めるものである。 

 以上、決議する。 

 

昭和 54 年 9 月 30 日 

大阪府八尾市議会 

※ ③ 

2025年５月 日本共産党八尾市会議員団ニュース №339 


